
 
地球防衛？
2000年代後半、「はやぶさ2」の立ち上げに奮闘していた

頃、スペースガードを「はやぶさ2」の目的に含めようとした
ところ、“そのようなものは「はやぶさ2」の目的に入れるべき
ではない ”と言われました。当時は、まだ「プラネタリーディ
フェンス」という言葉は広くは使われておらず、「スペースガー
ド」と呼ばれていましたが、その重要性はあまり認識されてい
なかったのです。スペースガードもプラネタリーディフェンス
も意図することは同じで、小惑星や彗星のような太陽系小天体
の地球への衝突問題を扱う活動です。JAXAでは分かりやすい
ように「地球防衛」と呼んでいます。
それから約20年が経った今、はやぶさ2拡張ミッションでは

プラネタリーディフェンスが重要な目的の1つとして掲げられ、
そして小惑星トリフネの超近接フライバイに成功（p.4 参照）
するという、プラネタリーディフェンスとしてもすばらしい成
果を挙げるところまで至ったことに、個人的には非常に感慨深

いものがあります。
さらに、1990年代の初めの頃まで遡りますと、その頃、日
本でスペースガードの活動が始まりました。当時、筆者は小
惑星の軌道計算を研究テーマとして博士課程を修了したとこ
ろでしたが、国立天文台におられた故磯部 琇三先生にスペー
スガードの活動に誘われました。そして、2000年から観測が
開始することになる美星スペースガードセンターの設立に参
加することになります。当時は一般財団法人日本宇宙フォーラ
ムの所有だった美星スペースガードセンターですが、2017年
にJAXAに移管され、今はJAXAの施設として活動しています。
JAXAでは、2024年4月にプラネタリーディフェンスチームが
設立されました。国立天文台で始まったスペースガードから
JAXAの地球防衛へ、不思議な縁を感じます。

天体の地球衝突による災害
では、我々が天体の地球衝突を気にする必要はあるのでしょ

うか。最近の事例としては、2013年2月15日のチェリャビン
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トリフネフライバイ成功‼︎�
2026年7月5日、「はやぶさ2」がフライ
バイした際に、5km程度離れた距離か
ら望遠カメラ（ONC-T）にて取得した小
惑 星トリフネ の 画 像。 コンタクトバイ
ナリと呼ばれる、2つの小惑星が結合し
たような雪だるま型の形状だけでなく、
表層の岩や地形が鮮明に写し出されて
いる。取得された各種データから、小
惑星表面から400mという、これまでの
フライバイミッションにおける世界最
小距離をフライバイしたことが明らか
となった（p.4参照）。�
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スク隕石があります。この隕石は衝撃波を生じ、100km以上
にわたって建物の壁や窓ガラスが壊れ、約1,500人が負傷した
と言われています。地球大気に突入する前のこの隕石の大き
さは、NASAの推定で約17mです。また、1908年6月30日に
シベリアで起こったツングースカ大爆発という現象では、約
2,000km2の森林が被害を受けました。その原因は60m程度の
大きさの天体の衝突であると考えられています。このような小
さな天体の衝突でも地域的には大きな被害を受けることになり
ます。
天体衝突の影響として有名な話に、約6600万年前の恐竜絶
滅があります。約6600万年前に恐竜を含む多くの生物が絶滅
し、地質年代が中生代から新生代へと大きく転換することにな
りました。この恐竜絶滅の原因としてはいろいろな説がありま
すが、最も有力な説は直径が10km程度の天体の地球衝突です。
衝突した場所は、メキシコのユカタン半島付近で、地下に直径
180kmほどのクレーターが確認されています。この衝突により、
地球全体の環境が変わってしまい、その環境に耐えられなかっ
た恐竜など多くの生命が絶滅しました。ただし生き延びた生命
もあります。その1つが哺乳類の祖先でその後繁栄し、人類の
誕生・進化に繋がった、ということになります。
つまり、この説によると10kmほどの天体が地球に衝突した

ために、現在、人類が存在しているということになるのですが、
その真偽はさておき、もし今、同じような天体衝突があれば、
今度は人類が滅亡してしまうのでしょうか･･･。

地球防衛で行うべきこととその状況
地球防衛でまず重要なことは地球接近天体（NEO=Near Earth 

Object）を発見して追跡観測を行い、その天体の軌道を正確に
推定することです。軌道が正確に推定できれば、その天体が
地球に衝突するかどうか、衝突するとしたらいつどこに衝突す
るかを天体力学の計算で知ることができます。NEO軌道の推
定精度にもよりますが、今後50年ないし100年間くらいは予
測可能です。つまり、天体衝突という自然災害は、十分、予
見できる災害なのです。現在、小惑星の観測が非常に進展し
ており、155万個余りの小惑星の軌道が推定され、そのうちの
NEOは4万2千個余りになっています（図1）。
発見・追跡観測の次に重要になることが、NEOの物理的性

質を知ることです。相手のことを知らなければ、地球への衝突
の回避をどのように行ってよいか分かりません。NEOの物理
的性質を知るには地上からの望遠鏡の観測では不十分で、探
査機を接近させて詳しく調べる必要があります。これまで、約
10個のNEOに探査機が送られました。日本も「はやぶさ」と
「はやぶさ2」によって、小惑星イトカワ、リュウグウ、トリフ
ネという3つのNEOを詳しく探査しています（図2）。探査によっ
て得られた知見で最も重要なことは、小さなNEOでもその構
造はラブルパイル（瓦礫の寄せ集め）になっているということ
です。これは、まさに「はやぶさ」によるイトカワ探査で最初
に分かったことでした。
NEOを発見しその性質も理解した後で重要になることが、
地球に衝突するNEOが発見されたときにどのように対応する
かということです。もちろん、最も好ましいのは地球衝突を
回避することです。そのために、映画やSFで描かれるように
爆弾やミサイルでNEOを破壊するのは適切な方法ではあり
ません。仮に破壊できたとして、NEOは多数の破片に分裂す

るだけで、その破片のほとんどは、ほぼ元の軌道のままで地
球に衝突しますから被害の回避にはなりません。NEOを破壊
せずに軌道をずらす方法が好ましいのですが、実際、米国が
2022年にDARTという探査機を小惑星に衝突させる実験を行
い、小惑星の軌道を変更できることを実証しました。このよ
うな探査機を衝突させる「インパクト法」以外のやり方につ
いても、現在、検討が進められています。さらには、地球衝
突が回避できない場合にどのように対応するかということも
重要なテーマで、議論が行われています。
そして最も重要と言ってもよいことが、地球防衛の活動は

国際協力で行うべきであるということです。大きな被害が生
じるような天体衝突は、全地球で数十年に1回程度です。頻
度は低いですが、実際に起これば大きな災害となります。ど
こに天体が衝突しようとも、世界が協力して対応するという
体制を作っていくことが非常に重要です。そのために、プラ
ネタリーディフェンスの議論は国連の下にあるグループで行
われているのです。

今後の展開
最近の大きな進展は、最初にも述べましたが「はやぶさ2」

のトリフネフライバイ成功です。小惑星トリフネは、コンタク

図1：小惑星と地球接近小惑星の2026年8月1日の分布。赤色が地球接
近小惑星で灰色がその他の小惑星である。Minor Planet CenterのWebか
ら2026年5月の時点で発見されていた小惑星のデータを取得して描いた。
座標軸の数値は太陽からの距離を天文単位で示す。

図2：日本の小惑星探査機「はやぶさ」と「はやぶさ2」が探査をした小惑
星イトカワ（右上）、リュウグウ（左）、トリフネ（右下）。いずれも、地球
接近小惑星である。各小惑星の大きさの比率がほぼ正しくなるようにイ
メージの大きさを調整してある。

2 ISASニュース　2026. 8　No.545



宇 宙 科 学 最 前 線
The Forefront of Space Science

トバイナリーと呼ばれる2つの天体が連結したように見える天
体でした。これは惑星科学的に興味深いものですが、トリフネ
フライバイはプラネタリーディフェンスとしても重要な成果を
もたらしました。その1つは、小惑星の中心から約744mのと
ころを相対速度5.3km/sで正確に通過することができたことで
す。米国のDARTのように日本も小さな小惑星に探査機を衝突
させる技術を獲得したと言えます。
もう1つの成果は、別目的で打ち上げられた探査機を用いて、
小惑星をフライバイ探査できたということです。これは、“緊
急探査 ”（英語で、fast reconnaissance concept）と呼ばれるも
ので、トリフネフライバイはその1つの実証実験となりました。
地球に衝突する天体が発見された場合、その対応のための時
間が十分に取れない可能性があります。そのときに、すでに打
ち上げられている探査機を利用してどこまで対応できるかが重
要になりますが、まさに「はやぶさ2」が1つの可能性を実証
したのです。
今後の展開としては、2026年11月にディディモス-ディモ

ルフォスに到着するESAのHeraミッションがあります。ディディ
モスは、DARTが衝突した天体であり、衝突後の状況をHeraが
詳しく調べることで、インパクト法の有効性がより詳しく判断
できることになります。JAXAはHeraに熱赤外カメラを提供し
ています。
さらに大きな展開として、2029年4月13日（金）の小惑星ア
ポフィスの地球接近が挙げられます。接近距離は、静止衛星
の高度よりも近い地表から約32,000km。アポフィスの大きさ
は340m程度と推定されており、これだけ大きな天体がこの至
近距離を通過することは観測史上初めてのことです。今後も
しばらくはこのようなことは起こらないかもしれません（図3）。
地球には衝突しないので心配する必要はないのですが、果た
して何が起こるのか。このアポフィスの地球接近に向けて、
JAXAはESA（欧州宇宙機関）と協力して非常に面白いミッショ
ンを計画しています。
2028年、JAXAはDESTINY+とRAMSESをH3ロケットによっ

て相乗りで打ち上げます。DESTINY+の目的は小惑星フェー
トンのフライバイ探査ですが、その前にアポフィスをフライ
バイ探査します。その後、ESAとJAXAの共同ミッションで
あるRAMSESがアポフィスにランデブーするのです。そして
RAMSESはアポフィスと一緒に地球に接近して、アポフィスが
どう変化するのかを調べることになります。アポフィスが地球

に接近した後には、米国のOSIRIS-APEX（OSIRIS-RExを延長し
たミッション）がアポフィスにランデブします。このように日米
欧で協力してアポフィスを調べるわけです。国連は、アポフィ
スが地球に接近する2029年をInternational Year of Asteroid 
Awareness and Planetary Defense（小惑星認識と惑星防衛の国
際年）としています。

さいごに
地球防衛の活動によって、大きさが10km以上で地球に接
近する小惑星はすべて発見されたと考えられており、それら
の軌道も分かっていますから、実は、人類滅亡のような天体
衝突が近い未来に起こることを心配する必要はありません。
しかし、地域的な被害をもたらすようなより小さなNEOにつ
いてはまだ未発見の天体の方が多いのです。今後、地上およ
びスペースからのNEOの観測がどんどん進むことで、地球接
近天体の全貌が見えてくることを期待します。そのために、
JAXAでも地球防衛のための活動をますます進展させていく予
定です（図4）。
NEOは単に地球に衝突する悪者なのではなくて、太陽系や
生命の起源を探る鍵になる天体ですし、人類が資源などで利
用できる天体になる可能性もあります。NEOが地球に衝突す
る場合には国際協力で災害を回避しますが、そうでなければ
科学や資源で利用する、そのような時代になって欲しいと思
います。

図4：JAXAプラネタ
リーディフェンスの
ロゴマーク。
中央のオオカミは、
強いリーダーシッ
プのもとで各国と
連携して地球を守
る象徴であり、地
球の未来を見守っ
ている（Watching 
Over Life's Future = 
WOLF）のである。

図3：小惑星の地球接近の様子。縦軸が地球中心からの距離を示しており、一本一本の縦線が小惑星が地球にどこまで接近したかを示す。赤線
は小惑星の絶対等級が19等より明るいもので、アポフィスと同等かそれ以上に大きい小惑星を示す。アポフィスほどの大きさの小惑星について
は2029年のアポフィスの地球接近がいかに珍しいかがわかる。また、この計算は、2024年初めの時点で発見されていた小惑星のデータに基づ
いて行われている。2000年から2024年にかけて多数の小惑星が地球に接近しているが、これは、2000年くらいからプラネタリーディフェンス
のための観測が活発になって地球に接近する小惑星が多く発見されているためである。このような状況は2024年以降も継続している。
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2026年7月5日、「はやぶさ2」は小惑星トリフネに対して、
秒速5.3kmの相対速度でフライバイを実行しました。小惑
星中心からの最接近距離744m（図1）、小惑星表面からの再
接近距離はなんと400mという前代未聞の超近接フライバイ
で、接近距離としては、世界中のこれまでのフライバイミッ
ションの中でも最小記録となりました。また、これだけの接
近距離を達成できたことにより、小惑星フライバイミッショ
ンにおいて世界で初めてLIDAR（レーザ測距計）によるデータ
の取得にも成功しました。
このような超近接フライバイ達成のためには、高速で接近
してくる目標天体に対する軌道誘導精度の向上が不可欠でし
た。今回のトリフネフライバイのミッションでは、これまで
のリュウグウへのランデブーの際に実績のあった、地上から
の光学航法・軌道誘導と共に、探査機が自律で計算するオン
ボードの光学航法・軌道誘導の合わせ技で、軌道誘導精度の
向上を図りました。リュウグウへのランデブーの際には、最
終的に小惑星に対して止まるほどの速度で近付いていけば良
かったため、地上からの光学航法・軌道誘導だけで十分な誘
導精度を達成できていましたが、今回は秒速5km以上の速
度で小惑星の傍を通り過ぎる運用であったため、コマンドの
時間遅れ等を考慮し、フライバイ直前の軌道誘導は自律機能
で補うこととしたのです。但し、「はやぶさ2」は元々ランデ
ブー用の探査機として設計されているため、超高速でフライ
バイするための軌道誘導の機能などは持ち合わせていません
でした。そのため、フライバイ軌道誘導のためのソフトウェ
アを数年かけて新たに開発し、探査機にアップロードして、
トリフネフライバイに臨みました。結果として、これまでに
実績のあった地上からの光学航法・軌道誘導についても、関
係者の惜しみない努力により過去最高の軌道誘導精度を叩き
出しました。またそれだけでは必ずしも十分ではなかった最
後の精度向上の分を、オンボードによる軌道誘導によって補
いました。地上・探査機がそれぞれの役割をしっかり果たし
切った結果として、世界最小接近距離のフライバイを達成す
ることができたのです。
今回のトリフネフライバイにおける、最終的な軌道誘導精
度は約120mであったことが判明しており、これはトリフネ
サイズの小惑星であれば、悠に衝突を可能とする軌道誘導精
度となります。将来的に、地球に衝突する可能性がある小惑
星があった場合に、探査機を衝突させ、その軌道を地球衝突
から逸らすという、地球防衛のための抜本的な解決方法が
検討されています。今回のトリフネフライバイミッションで
は、まさにこのような、プラネタリーディフェンス（地球防
衛）のためのデモンストレーションを行った形となり、地球
防衛のための技術を獲得できたと考えています。
また、ランデブーミッションを主目的として打ち上げられ
た「はやぶさ2」を用いて、小惑星をフライバイしたわけです
が、これは、 “緊急探査（fast reconnaissance concept）”と
呼ばれる活動の1つの実証実験にもなりました。地球に衝突
する天体が発見され、その対応のための時間が十分に取れな
い場合には、すでに打ち上げられている探査機を利用してど
こまで対応できるかが重要で、今回のトリフネフライバイで
得られた超近接のデータは、そのような緊急探査の可能性を

見出す結果であったと言えます（p.3参照）。
さらに、今回得られた各種センサ（ONC-T、TIR、NIRS3、 
LIDAR）のデータから、コンタクトバイナリと呼ばれる種類
の小惑星の形成論に関するサイエンスの議論が非常に活発
に行われており、今後、素晴らしいサイエンス成果が得ら
れることも期待されています（図2はTIR（熱赤外カメラ）で
撮影した画像の例）。
かつて、リュウグウからのサンプルリターンで奇跡を起こ

した「はやぶさ2」が、数年の時を経て、新たな奇跡を起こし
ました。次はまたどんなすごいことをやり遂げてくれるの
か、我々も楽しみで仕方ありませんが、まずは、新たな偉業
を成し遂げた探査機を労ってあげたいと思います。�
� （三桝 裕也）

トリフネフライバイ

図1：小惑星トリフネに対する軌道誘導結果。小惑星への最接近時刻
での到達位置を表示。赤の「目標点」が誘導目標地点、青の「最接近地
点」が、実際に探査機が到達した地点。小惑星中心からの距離は744m
で、目標点に対する最接近地点のずれはおよそ120m程度。

図2：TIR（中間赤外カメラ）で撮影した小惑星トリフネの最接近画像。
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＊1  第26回宇宙科学シンポジウム https://www.isas.jaxa.jp/researchers/symposium/spacescience/fy2026.html
＊2  企画チーム座談会 https://www.isas.jaxa.jp/home/research-portal/people/2026/0703/

完成したRoman宇宙望遠鏡（左）とフロリダへの到着（右）。

Nancy Grace Roman宇宙望遠鏡の打上げ予定日である2026
年8月30日がいよいよ迫ってきました。衛星は組み立て完成後、
2026年6月中旬までにゴダード宇宙飛行センターから米国・フ
ロリダ州のケネディ宇宙センターに輸送されました。もともと
は2027年5月までに打ち上げる予定でしたが、それが2026年
10月末、そして9月末、と、だんだん早くなって、とうとう8
月末になりました。打上げが延びることは良くありますが、逆
に早まったというのは珍しいケースかと思います。ただし、こ
れには、NASAが大型計画のマネジメントについて James Webb 

宇宙望遠鏡を顧みて、コ
スト・スケジュールにつ
いて段階的に明確なコ
ミットメントを定めて非
常に厳しい管理のもとに
進めてきたという背景が

あるのではないかと考えられます。
宇宙研Romanチームは、美笹深宇宙用探査局による受信運
用の準備、コロナグラフ装置による技術実証観測計画の策定へ
の参加、そして、国立天文台・すばる望遠鏡と大阪大学・プラ
イム望遠鏡という地上望遠鏡での協調観測の準備や実践を着々
と進めています。美笹局については、2026年7月までに運用準
備完了・計画最終確認審査を実施して、JAXA追跡ネットワーク
技術センターとの緊密な協力のもと、運用準備を着実に進めて
きたことを確認しました。JAXAの寄与は、科学データ受信お
よびNASAへのデータ伝送運用で、コマンド送信などは含まな
いため、打上げそのものにおいてはタスクはありませんが、打
上げ7日後に最初の初期受信運用試験を実施する予定で、そこ
が、いわばデビュー戦となります。Roman宇宙望遠鏡は、太陽
―地球L2軌道から数百Mbpsという非常に高い伝送レートで
大量の観測データを送信します。これをNASA White Sands局、

ESA New Norcia局、そしてJAXA美笹局の
3局で順に受け渡して受信するため、確実
なデータ受信を行うための効率的なスケ
ジューリング調整をあらかじめ行うことが
必要で、そのための準備も抜かりなく進め
る必要があります。打上げから約90日後
にはコミッショニングを終えて本格的な観
測が開始されます。それまでには、これま
でにない広視野を誇るRoman宇宙望遠鏡
が捉えた新たな宇宙の姿が届けられると期
待しています(p.7参照）。� （山田　亨）

Nancy Grace Roman宇宙望遠鏡、打上げ迫る!

7月23日から24日にかけて、第26回宇宙科学シンポジウムを
開催しました。今年は「10～ 20年後の宇宙科学をデザインする」
をテーマに、理学と工学、研究者と企業などの多様な参加者が
集い、宇宙科学の未来を議論する場として企画されました＊1。開
催にあたっては、宇宙科学研究所やJAXAのメンバーだけでなく、
学生や大学、さらには企業を巻き込みながら、10～ 20年後の宇
宙科学の姿をともに考える場にしたいという理念を企画チーム
で共有し、半年以上に渡って準備を進めてきました＊2。
昨年度導入した「ブース・ポスター展」と「ユーザーズミーティ

ング」を各1日ずつ実施する形式を今年も継承しました。初日の
ブース・ポスター展には、宇宙科学コミュニティに加え、企業や
隣接分野の研究者も参加し、昨年以上に活発な交流が行われま
した。特に今年初めて実施した「ミニ講演会」は、宇宙科学探査
交流棟を会場としたことで一般来訪者も自然に参加できる企画
となりました。多様な背景を持つ人々が交わるという開催趣旨を
象徴する試みであり、印象的でした。また懇親会前には、副所
長お二人による「ユーザーズミーティング前夜祭『懇親会向けイ
ントロ』」が所長の鶴の一声により急きょ開催され、交流をさらに
盛り上げました。

2日目のユーザーズ
ミーティングは、会場
を初めて近隣の国民生
活センター相模原事務
所の講堂に移して開催
しました。所長・副所
長による所信表明や宇
宙理工学委員長による理工委・将来ビジョン検討グループの活
動紹介に加え、XRISM、次世代小天体サンプルリターン計画、は
やぶさ2拡張ミッション最新成果、カイロスロケットによる宇宙科
学の可能性などの講演が行われました。いずれもホットトピック
であり、多くの参加者の関心を集めました。一方で、オンライン
を含めれば十分な参加者数を得られたものの、事前登録に比べ
て現地参加者が少なかったことは今後の課題であり、来年度以
降の改善につなげたいと考えています。
最後に、ご講演・ご出展いただいた皆さま、積極的な議論を

いただいた皆さまに心より感謝申し上げます。本シンポジウム
で生まれた新たな出会いと議論が、10～ 20年後の宇宙科学につ
ながっていくことを期待しています。� （鳥海　森）

「第26回宇宙科学シンポジウム開催報告」

©NASA©NASA ©NASA©NASA

藤本所長（右）、澤井副所長（左）、
津田副所長（中）による「所信表明」。
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＊https://www.isas.jaxa.jp/outreach/isas_news/files/ISASnews536.pdf

ISASニュース2025年11月号＊でも報告のとおり、能代ロケッ
ト実験場では既存の北地区から約2.5km離れた場所に、新たな
試験エリアとして「南地区」を整備しました。2025年9月から12
月にかけては一部を仮設設備として運用し、液体水素の大規模
漏洩拡散・着火試験を実施しました。一連の試験の完了を受け
て、2026年3月までに全設備の本設化を完了し、本格運用を開
始しました。南地区は、シビアアクシデントを模擬するような
挑戦的な試験も実施できるエリアとして、保安技術の高度化や
革新的な技術開発に貢献することが期待されています。
このたび南地区の本格運用開始を記念し、関係機関や地元の
皆様をお招きして、2026年7月2日に能代ロケット実験場にお
いて南地区完成記念式典を開催しました。式典では、山川JAXA
理事長、松本NEDO理事による主催者挨拶に続き、鈴木秋田県
知事、鍋谷能代市長より祝辞をいただきました。また、能代ロ
ケット実験場におけるロケットエンジン開発や水素技術開発を黎
明期から支えてこられた宇宙研OBの成尾 芳博先生より、実験
場でのエンジン開発の歴史と今後への期待についてご講演いた
だきました。講演の中では、次世代を担う若手研究者に向けて
「挑戦してください。失敗を恐れないでください。私たちも50
年前は手探りでした。」という力強いメッセージが贈られました。
ちょうど能代ではRV-X試験隊も作業を行っており、会場は立ち
見が出るほどの盛況となりました。
式典後には北地区から南地区へ場所を移し、テープカットセレ
モニーおよび施設見学会を実施しました。耐火・耐爆ピットや散
水設備などを紹介し、安全性を確保しながら挑戦的な試験を実

施できる南地区の特徴をご覧いただきました。その後は活発な
交流会も行われ、南地区の開設を契機として、関係機関の連携
が一層深まったことを実感する機会となりました。
今年度も、液体水素用タンクの加圧破壊試験など挑戦的な試
験を予定しています。2023年度末の南地区開発計画の決定から
約3年で本格運用に至りました。全くの更地からの開発で関係
各所にも多大な迷惑をかけながら、また非常につらい時期もあ
りましたが、関係者が一丸となって取り組めた成果だと思って
います。新しい実験設備の立ち上げに尽力できたことは、今後
の活動に対しても大きな糧になったと思います。成尾先生から
いただいた「挑戦」の言葉と、これまで尽力くださった方々への
感謝を胸に、今後も能代ロケット実験場のさらなる発展と技術
革新に貢献していきたいと思います。� （坂本 勇樹）

能代ロケット実験場南地区完成記念式典を開催！

LiteBIRD（ライトバード）は、宇宙マイクロ波背景放射（CMB）の全天
精密偏光観測を通じて宇宙の始まりの瞬間（インフレーション）を探る
ミッションで、宇宙論、素粒子物理学、天体物理学の幅広い科学成
果を創出します。日本を中心に、欧州、カナダが参加する国際共同
プロジェクトで、2036年度の打上げを目指しています。2026年6月
にミッション定義審査（その2）を無事に通過したので、ご報告します。
ミッション定義審査は、JAXAプロジェクトの最初の段階である「ミッ

ション定義段階」の完了を審査します。LiteBIRDは2024年に一度ミッ
ション定義審査を通過したのですが、その直後に起きた参画機関の
撤退という問題を契機に、計画の実現性を高めるべくあらゆる角度
から見直しに取り組んできました（ISASニュース2025年2月号、11
月号「ISAS事情」参照）。約2年にわたる計画見直しを振り返ると、

LiteBIRDを現実のミッションとして成立させるためには避けて通る
ことのできなかった非常に重要な活動期間でした。この間、性能と
実現性のせめぎ合いの中でギリギリのところでのバランスを考えた
ミッション検討を国際チームで協力して進めました。宇宙科学研究
所幹部や国内外のパートナー機関との緊密な対話を通じて、より強
固な支援が得られる体制を築きました。そして、新たな検出器開発
の体制を欧州に構築することができました。これらの活動を通じて、
国際チームの一体感が強固なものになりました。今回の再出発を支
えた背景には、この活動の中核となった若手・中堅メンバーが成長
していたこと、さらには宇宙科学研究所による長年の国際協力を通
じて海外宇宙機関との強い信頼関係が築かれていたことなど、一朝
一夕には形作れない積み重ねが存在していたことも重要でした。
ミッション定義審査の通過は、LiteBIRDにとっては念願の重要な

節目ですが、長いプロジェクトの第一歩に過ぎません。ミッション
実現に向けて課題は山積みで、これからが正念場です。今後は「プ
ロジェクト準備段階」への移行に向けた所定の手続きを進めなが
ら、宇宙機システム、観測装置、科学データ解析基盤、および国
際協力体制の検討を継続していきます。引き続き国際チームが一
丸となって、挑戦的で魅力的なLiteBIRDミッションの実現に向けて
全力で取り組んでいきます。�
� （LiteBIRDプリプロジェクト候補チーム長／藤本 龍一）

LiteBIRD、ミッション定義審査（その2）を通過

テープカットセレモニー：左から鍋谷能代市長、山川JAXA理事長、
鈴木秋田県知事、松本NEDO理事、田川三種町長

LiteBIRDは宇宙の始まりの瞬間を探り、合わせて幅広い科学成果を創出します。

事ISAS 情
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Nancy Grace Roman（以下Roman）宇宙望遠鏡計画は､ NASA 
が James Webb 宇宙望遠鏡計画 （JWST）に続いて実施する宇宙
物理分野の基幹ミッションで、口径2.4mの主鏡を持つ光学望
遠鏡と広視野観測装置を用いて、宇宙の加速膨張とダークエネ
ルギーの謎に取り組む宇宙論研究、太陽系外惑星の質量・軌道
分布の全貌に迫る実態調査研究、そして広視野近赤外線観測に
よる様々な天文学研究を行います。また、コロナグラフ装置を
搭載して、太陽系外惑星の直接観測のための高コントラスト技
術実証観測にも取り組みます。この技術実証観測は2040年代に
またがる次世代の超大型計画 Habitable Worlds Observatory （以
下 HWO） による地球型系外惑星の直接観測へとつながることが
期待されています。 Roman宇宙望遠鏡は、2026年8月30日（以降）
にケネディ宇宙センターからスペースX社のファルコン・ヘビー
ロケットを用いて太陽-地球ラグランジュ2ハロー軌道に打ち上
げられる予定です（p.5参照）。ミッションの運用期間は5.3年間
になります。開発費は32億ドル、総経費は43億ドルとされて
います。
日本は、JAXA宇宙科学研究所を中心として、コロナグラフ装
置への光学素子の提供、JAXA地上局を用いた大規模観測データ
の受信、そして国立天文台・すばる望遠鏡、大阪大学・プライ
ム望遠鏡というユニークな地上望遠鏡を活用した協調観測を行
うことにより、Roman計画に参加しています。日本の計画予算
規模は、JAXA予算の他に地上望遠鏡の観測時間の価値を換算し
たものを併せても米国側のわずか0.5%程度ですが、これまで
のJAXAの実績、設備や技術を活かし、Roman計画にとって「無
くてはならない」ものを目指してきました。Romanは膨大な科
学データを地上に送信するため、JAXA地上局（美笹深宇宙用探
査局 54mアンテナ）の貢献は必須です。コロナグラフ装置には、
日本の企業の高精度の加工とコーティング技術を活かしたコロ
ナグラフ・マスクの基板（マスク加工は JPL担当）と将来にもつ
ながる偏光観測機能、そして撮像レンズを提供しています。地
上望遠鏡との協調観測では、超新星赤方偏移測定や浮遊惑星検
出などRoman の成果を最大化するためにも重要な役割を果たし
ます。
Roman（当時はWFIRST）計画がはじまった 2010年代前半にお
いて、宇宙論においては、「インフレーション」「加速膨張とダー
クエネルギー」という人類の宇宙観にかかわる2つの大きな未解
決の問題があり、また我々自身の成り立ちの歴史を理解すると
いう観点では、「宇宙初期からの高赤方偏移銀河で星が生まれる
場面」を、生まれたての星やできた星の光を直接「近赤外線」で
観測することと、星や惑星の起源となる冷たいガスやダスト（固
体微粒子）の放射を通じて「遠赤外線」で観測すること、2つの
相補的な手法での研究がともに必要でした。このような状況の
中で、JAXAが主導する戦略的中型クラスの（日本としては）大型
のミッションとしては「インフレーション」を検証する LiteBIRD
と「遠赤外線」研究を進める SPICA（後に残念ながらキャンセルと
なった） 計画を進めることとなったので、一方の「ダークエネル

ギー」「近赤外線広視野観測」の取り組みについては、米国主導の
ミッションであるRomanへの「戦略的海外協力」としての参加が
重要になったわけです。
2016年には、NASAが米国国家偵察局から2.4m鏡の無償提供

を受けWFIRST-AFTA計画が正式に開始され、Romanに名前が変
わり、近赤外線広視野観測として世界をリードする大型望遠鏡
計画となりました。そして、同年NASA からの正式な招請をうけ
て日本の計画参加が決まりました。ちなみに、2.4mという主鏡
口径は Hubble 宇宙望遠鏡と同じサイズですが、Roman 望遠鏡
の最大の特徴は、Hubble のカメラの約200倍の広視野観測能力
にあります。また大規模サーベイ観測を集中的に行うことで遠
方の宇宙でこれまでにない体積の宇宙を観測して精密宇宙論研
究を遂行することができます。
さらに、Roman 望遠鏡の特色は、広視野観測による宇宙論・
銀河観測だけではありません。宇宙物理学上のもう1つの主要課
題である太陽系外惑星についても、中核サーベイ観測の1つとし
て重力マイクロレンズ手法による太陽系外惑星探査観測、そし
てコロナグラフ装置による直接観測のための高コントラスト技術
実証観測が計画されています。日本での太陽系外惑星について
の観測的研究は地上観測では世界に伍する成果を挙げてきまし
た。しかし、2010年代、スペースからの観測については具体的
な計画としては進展していませんでした。そこで、この分野で
も相補的な取り組みとして、米国主導の Roman計画への参加が
重要なものとなったと言えるでしょう。その後宇宙科学研究所
では JAXAリードの系外惑星研究を中心課題に含む計画として、
JASMINE計画の開発研究が進み、また、LAPYUTA計画も提案さ
れ、検討が進んでいます。海外協力としてもESA のARIEL計画へ
の参加、そして将来の超大型計画である HWO への取り組みが
始まっています。 戦略的海外共同研究は、このように大きな研
究の流れへの発展の可能性も秘めているといえるでしょう。
� 山田　亨（やまだ とおる）

戦略的海外共同計画紹介

Nancy Grace RomanNancy Grace Roman宇宙望遠鏡計画宇宙望遠鏡計画
第1回
不定期連載

Nancy Grace Roman 宇宙望遠鏡ポスター　©NASA

宇宙研には、自らがリードするミッションに加え、独自の技術を持って海外の大型計画に参画する「戦略的海外共同計画」という 
枠組みがあります。それらのミッションを紹介するシリーズの第1回として、打上げが迫る Roman 宇宙望遠鏡を取り上げます。
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記録的な暑さが続いていますが、それに負けない熱量で今月も
ISASニュースお届けします。今号では、「はやぶさ2」の小惑星トリフ
ネの超近接フライバイを取り上げました。地球防衛といったいつも
とちょっと異なる視点での記事、お楽しみいただけたでしょうか？
� （高木 亮治）

僕でいいんでしょうか
——2025 年 4 月から2 年間の予定で、相模原市役所から宇宙研に
出向されているそうですね。
はい。事務職としての出向は私が第1号です。宇宙の「う」の字も
知らなかったので、内示を受けたときに「僕でいいんでしょうか」
と聞いてしまいました。でも、こんなチャンスはないと思い、その
場で「行きます」と答えました。
——市役所への就職を志望した理由を教えてください。
小学生のころから、自動車の整備士や開発に携わる技術者にな
りたいと思っていました。そのため、青山学院大学の理工学部機
械創造工学科に進学しました。しかし、機械を相手にするうちに、
人と直接関わる仕事がしたいという気持ちが強くなっていったので
す。そこで、就職先として市役所を意識するようになりました。
——宇宙研への出向を即決した決め手は何だったのでしょうか？
実は、ぼんやりと宇宙飛行士に憧れていた時期がありました。
無重力空間でふわふわ浮いてみたいという子どもっぽい単純な理
由でしたが、その記憶がふと蘇りました。理系の世界への興味も
残っていたのだと思います。
——現在はどのような仕事をしているのでしょうか？
宇宙研の科学推進部で広報を担当しています。相模原市では

「宇宙を身近に感じられるまち さがみはら」というコンセプトのも
と、宇宙研と連携してさまざまな取り組みを行っています。桜まつ
りなど市のイベントにJAXAのブースを出展したり、宇宙研の職員
が講演したりすることも多いです。私は、市との窓口になっていま
す。日本各地での広報活動、宇宙科学探査交流棟の管理、展示
のリニューアルにも取り組んでいます。
——これまでで印象に残っていることを教えてください。
内之浦宇宙空間観測所で行われた観測ロケットS-310-46号機の
打上げです。ロケットの打上げを現地で見たのは初めてで、圧倒的
な迫力に感動しました。でも一番印象に残っているのは、打上げそ
のものではなく、その前の出来事です。S-310-46号機は、条件が整
わず打上げが一度延期されています。私も打上げの可否を決める会
議に同席したのですが、ものすごく熱い議論が交わされていました。
その様子がとても印象的でした。そうした現場の人たちの熱さをはじ
め、外からは見えにくい部分も皆さんに伝えていきたいと思いました。

相模原市と宇宙研、Win-Winな関係を
——仕事をする上で心がけていることはありますか？
何事も前向きに考えるようにしています。難しい問題に直面した

ときも、「できないのではないか」ではなく、「できる方法はないか」
と考え進めていきたいのです。宇宙研に来て感じたのは、皆さん
がとてもポジティブだということです。その雰囲気の中で、私も自
然と前向きな気持ちで取り組めています。
——今後、出向期間中に取り組みたいことはありますか？
2026年度内に火星衛星探査計画MMXの打上げが予定されてい
ます。相模原市役所と連携し、打上げを盛り上げる企画を実現し
たいです。宇宙科学探査交流棟の展示リニューアルも進めていき
ます。展示スペースやバックヤードには、試験に使われたものや宇
宙から帰ってきたものなど、宇宙を感じることができる貴重な実
物がたくさんあります。それらを皆さんにより一層興味を持ってご
覧いただけるようにしたいのです。解説パネルは、携わった人た
ちの苦悩や喜びも伝わるものにしたいと思っています。
——市役所に戻った後、宇宙研での経験をどう生かしたいですか？
相模原市は宇宙を身近に感じられるまちにしたい、宇宙研は自
分たちの活動を紹介したいと考えており、双方にとってメリットの
あるWin-Winな関係を目指しています。宇宙研で出会った皆さん
との関係は、私にとって大きな財産です。それを大切にしながら、
市役所と宇宙研の橋渡し役を担っていきたいです。
内之浦宇宙空間観測所に向かう坂道に、ロケットの打上げ情報
の看板があります。S-310-46号機の打上げが延期になったとき、
その看板の情報が打上げ日の再設定を発表した日の翌朝には書き
換えられていました。これは、地域の方々がロケットの打上げをい
つも気にかけてくださっている表れです。その熱量に驚くとともに、
看板という手づくりの応援に温かさも感じました。相模原市では
2025年に「JAXA応援団」が結成されました。この輪を広げ、地
域と宇宙研とのつながりを、育てていきたいと思っています。

子どもがウクレレを欲しがったけれども
——最近熱中していることはありますか？
少し前にエレキギターを買い、楽しくて夜遅くまで弾いていま
す。高校1年でサッカー部を辞めてバンドを組み、エレキギターを
始めました。月に1回はライブハウスに立ち、夏休みにはツアーと
称して10カ所くらい回ったことも。大学でもバンドを続けていた
ものの、就職後は弾かなくなっていました。それが、子どもが店
先で見たウクレレを欲しがったのをきっかけに、なぜか自分用の
エレキギターを買ってしまったのです。昔のようには弾けず、猛練
習中です。ちなみに、子どもはウクレレのことをすっかり忘れてい
ますが…。

科学推進部

小瀬村 達也（こせむら たつや）
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